
アクセスはこちらから！

編集部からのお知らせ

I N F O R M AT I O N

教育総合情報サイト『VIEW next ONLINE』には、『VIEW next』高校版の本誌連動記事のほかにも、
ウェブ単独テーマを扱った記事や、研究会などのイベントの様子を紹介するリポート記事があります。
多彩な記事を、ぜひご活用ください！　

下記の記事には、２次元コードからダイレクトにアクセスできます。

VIEW next ONLINE 検索

URL  https://view-next.benesse.jp/view/cat/web/#main
検索ワード ２次元コード

ウェブ単独テーマ記事

イベントリポート記事

高校に広まる定期考査廃止の動き
─そのメリットと課題を考える─

先の見えない時代を
生き抜く上で求められる、

非認知能力の育成について考える
─研究会リポート─

人生を切り開く
10分間の「学び直し」

探究を深める
校内体制のつくり方と
教師のかかわりとは

─「探究フォーラム2023」リポート─

近年、全国の高校で、定期考査（中間考査や期末

考査）の廃止の動きが広まっています。記事では、

鹿児島県の２校の公立高校の事例や全国の状況を

踏まえ、定期考査を廃止することの

メリットと課題をまとめています。

国際的にも注目が集まっている「非認知能力」。非

認知能力とはどのような力で、どうすれば育成する

ことができるのか。そのヒントを探

る研究会をベネッセコーポレーショ

ンが開催しました。その内容をリポー

トしています。

新学習指導要領では、生徒の資質・能力の育成に

あたり、必要に応じて、義務教育段階での学習内

容の確実な定着を図るための学習機会を設けたり、

学校設定科目を履修させたりする

ことを求めています。学び直しの推

進に尽力してきた教育者に話を聞

きました。

千葉県・私立芝浦工業大学柏中学高校と、東京都・

私立神田女学園中学校高校が共催した「探究フォー

ラム2023」。生徒の興味・関心の広

げ方や、探究学習を推進する上での

校内体制のつくり方などについて意見

交換された様子をリポートしています。
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学３年次に不登校を経験し、高校でも教師の指導に「う

るせぇ」と反発する。そんな女子生徒Ａさんに担任で

はない進路支援部の私がかかわることになったのは、１年次秋

の進路面談からでした。大学進学者の割合が約１割の本校では、

大学進学希望者の面談は進路支援部が引き受けていたのです。

　父親と面談に臨んだＡさんは、希望進路として他県の私立大

学を挙げました。ところが父親は、「大学には行かせない。働

いてもらう」と娘の進学を否定。取りつく島もない態度の父親

を、私は「少し話を聞いてみませんか」などと諌めることもで

きませんでした。涙目のＡさんに私ができたことは、大学で専

攻したいという生活科学に関する本を「読んでみたら？」と紹

介することくらいでした。面談後、私は「Ａさん、落ち込んだ

だろうな。ますます荒れるだろうな」と悶々としていました。

　翌週の月曜日の朝、進路相談室にＡさんが来ました。予想外

の訪問を内心で驚く私に、彼女は「うちの親、どう思う？」「メ

チャクチャむかつく！」と怒りをぶちまけてきました。私が彼

女の志望に関連する本を渡したから、「この先生は話を聞いて

くれる」と思ったのかもしれません。彼女は自分の考えを否定

した親をののしるとともに、育った家庭の状況によって人生が

左右される社会の現状への不満を吐き出しました。

　私はＡさんの言葉にじっと耳を傾けました。しかし、「そう

だよね」とＡさんの怒りに安易に同意しても、Ａさんの状況は

何も変わりません。そこで私はこう言いました。「文句がある

のなら、それを文章にしてみたら？　文章にして訴えることは、

むかつく世の中を変える手っ取り早い方法だよ」と。私の言葉

にＡさんは、「分かった」とうなずきました。そして私は、手

元にあった未使用の手帳を彼女に渡しました。

週月曜日、Ａさんは社会に対する怒りや疑問をつづっ

た手帳を持ってきました。使われる言葉は汚く、文章

もつたないけれど、内容は面白いと思いました。彼女には書く

ことが合っていたのです。Ａさんの言葉に私がコメントし、そ

れにまた彼女が返す。手帳を介した対話が続く中で、Ａさんは

自分を客観視し始め、人の心のあり方に興味があることを自覚

していきました。それまで全く読書をしなかった彼女に、ハイ

デッガーの入門書を貸したのは２年生進級目前の頃でした。

　Ａさんとのかかわりはその後も続きました。名古屋大学に進

学し、３年生になった彼女は今、ドイツ哲学を学んでいます。

荒れていたＡさんに、浅井先生はどのような支援をし
たのか。Ａさんはどのように変化し、名古屋大学合格
にたどり着いたのか。Ａさんが書いた手帳の内容を紹
介したウェブオリジナル記事を、ぜひご覧ください。

https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article18315/

教師は、生徒の「どうあるべきか、どう生きてい
くか」という答えが１つではない問いに、生徒と
ともに日々向き合う。教師としての指導観を問わ
れた「あの瞬間」を、当事者の教師が振り返る。
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あさい・ゆきのり●同校に赴任して11年目。進路支援部。
地理歴史・公民科、情報科。

テレビ局の記者職を経て、高校の教壇に立つ。
生徒と社会をつなげるため、

「総合的な探究の時間」での生徒との時間を
特に大切にしている。

福井県・私立福井南高校
浅井佑記範

先生なら、
どうしますか？
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